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單道開 燉煌 羅浮山の山舎 絶穀．栢實．松脂．細石子．薑椒ヲ服ス□七年．石□ 梁傳
慧直 印度人カ姓竺 武陵平山 絶粒．タダ松栢ヲ餌ス 梁傳
太元末


















慧超 円陽建元 露骸一月余．顔色不ノチ白塔ヲ建ツ 續傳
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法喜 襄陽 驪山南阜郷廬陵 續傳19
貞觀八




























道信 不明 蘄州雙峯山 塔ニ入リ端生．ノチ本處ニ移ス 續傳20
七世紀後半
























756・757 辯才 朔方竜興寺 漆布 宋傳
上元三




道隠 彭原 寧州南山二聖院 宋傳
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安藤更生によるミイラ研究資料
寂年 入定者 出身 入定地 入定方法・特徴 文献
大歴十三以后
778 辯真 寧州南山二聖院 入塔 宋傳
大歴以後




法欽 崑山 杭州龍興寺 宋傳
元和中の人




























存壽 不明 河中府棲巖山 一月後髭髪再生．重剃入塔 宋傳
同光三
925 無迹 朔方 布漆 宋傳
長興中








王羅漢 不明 明州乾符寺 三日後漆布 宋傳
開宝中
968-975 道因 不明 宋傳
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むすびにかえて
奇しくも昨年11月、国立科学博物館にて「ミイラ『永遠の命を求めて』」展が開催された。同展には日本のミイ
ラとして即身仏が紹介され、安藤ら日本ミイラ研究グループによる功績も示された。日本ミイラ研究グループは、
安藤を初代委員長としたのち、二代目を新潟大学教授の小片保、三代目を早稲田大学教授の桜井清彦が受け継ぎ、
昭和女子大学教授の松本昭、聖マリアンナ医科大学教授の森本岩太郎らにより発展をみてきた。しかしながら、そ
の後の進展は途絶えているのが現状である。
早稲田大学におけるミイラ研究については、同じく會津を師とした早稲田大学教授・小杉一雄の論文「肉身像及
遺灰像の研究」（『東洋学報』24　⑵、東洋文庫、1937年）や「鑑真和上の肉身像説と朱櫃入定説」（『史観』14、早
稲田大学史学会、1938年）が端緒となったことや、1961年３月には東京都青梅市から無際大師（伝・石頭希遷）の
ミイラを安藤研究室に引き取り調査したことも付記しておきたい。本学がいち早く日本のミイラに学術的価値を見
出し、調査を行った功績は大きいといえよう。
さいごに、今回のミイラ研究資料データ化においては、アン・ラファン氏に多大なご協力を賜った。ここに深謝
申しあげるとともに、当館所蔵資料が同氏作品へ寄与することを願いたい。
主要参考文献
安藤更生年譜作成委員会編輯『安藤更生年譜・著作目録』、安藤きよ発行、1972年
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加藤克知「日本ミイラ研究グループによる入定ミイラの研究―概観と課題―」、篠田謙一・坂上和弘監修『特別展　ミイラ
　　　―「永遠の命」を求めて』、於：国立科学博物館、TBS テレビ、2019年
日本ミイラ研究グループ編『日本ミイラの研究』、平凡社、1969年
日本ミイラ研究グループ編『日本・中国ミイラ信仰の研究』、平凡社、1993年
早稲田 大学會津八一記念博物館、徳泉さち編『會津八一と安藤更生――學藝の継承』、早稲田大学會津八一記念博物館、
2016年
